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原子力発電所のポンプシ ー ル水監視用測定器の開発

1 ま え が き

原子力発電所で使用されているボンフ゜のうちメ
カニカルジー ］レ方式の軸動部は水潤滑されている
が，密封端面の摩耗に伴ない外部へのジー ル水量
が増加する。その水量が判定基準を越えるとメカ
ニカルジールの取替を必要とするので，発電所の
運転員が監視を行っている。

従来は，電極レベル方式で水量の監視をしてい
たが，時間的変化が十分把握できない不便さがあ
った。

これに対し，今回信頼性高く測定できる転倒ま
す計量方式による測定器を試作し，浜岡原子力発
電所の浄化系ボンプに取付けて，56年6月から試

行運用しているので，その概要を紹介する。

2 測定器の概妻

本測定器の原理は，支点を中心にして左右にそ
れぞれ水を計量する転倒ますがあって，例えば，
右側のますに水が一定量満杯になったら，その重
みによって右側へ転倒すると同時にそのますの水
は排出され，次に引続いて左側のますで前と同様
な動作を繰返して計量を行う。

このますが転倒する時その転倒回数を電気的に
パルス信号に変え，一定時間内のパルス数を計測
することによって水量を測定する。

従って計測感度はますの容積によって任意に選
定できる。

この計量方式は雨量計として実用化されている
もので••それを原子力用に改造したものを今回試
作した。

試作測定器、’よ，転倒ます計量器ごt数ノ勺レスを
流量に換える流量変換装置から構成されている。

転倒ます計量器は，第1図に示すように， シー

Jレ水排出配管から導かれた水が受水ロ ・ 受水器を
経て整流され，左右対称に作られた転倒ますに滴
下する。転倒ごとに転倒ますと同軸にとりつけら
れた永久磁石によりリ ー ドスイッチを働らかせノゞ
ルス信号を発信する。

流量変換装置は，転倒ます計量器と接続して計
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量器からのパルス信号を入力として 変 換処理さ
れ，時間流量(10分間内の流量）を表示し警報設
定値に達するとランフ゜表示す！るとともに中央制御
室に警報を発信する。

原子力用として配慮した点は， ジー ル水が増加
した場合，こぽれて床面を汚染しないように，受
水口へ上蓋をつけたこと，また受水口および受水
器ヘオ ー パーフロ ー 管をつけたことである。

3 環場での使用実績

転倒ます計量器は浄化系ポンフ゜の近傍に 設置
し，メカニカル ジ ー Jレ水排出配管に接続し，流量
変換装置は放射線量率の高いポンフ゜室を避け室外
に設置した。

現在まで約9ヶ月にわたる実験において，有効
な結果を得ている。

4 あ と が き

本測定の転倒ます計量器は簡単な構造であるた
め長期間信頼性よく測定でき，しかも遠隔で容易
に監視できるため被ばく低減にも役立つことがで
きる。現場での連続試験の結果から十分実用でき
ることを確認した。

第1図 転倒ます計量器
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